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園 児 紹 介さくら組 

担任 
橋口由美先生 
尾方れい子先生

男の子は元気一杯、女の子はおしゃまさんなさくら組です。
男女５人ずつとちょうど良く、力を合わせてチームワーク
良く頑張っています。

く め 保 育 園

「未来につなぐ村の宝物」シリーズ

　この冊子は「未来につなぐ村の宝物」シリーズとして、水上村観光
協会が発行しています。水上村の宝物を題材にして、水上村民と水上
村に縁のある人たちの手で作られています。水上村の宝物を出来るだ
け多くの方に知って頂きたいとの思いで、それぞれの号でわかりやす
く紹介しています。
　Vol.4 は「水上村の山野草Ⅰ」の紹介です。身近な自然は食の宝庫。
私達はずっと昔から山野草を食べてきました。地産地消です。今号は
水上村の野辺に咲く山野草を、祖母から教わった美味しい食べ方とと
もにご紹介いたします。
　1 冊７８０円（税込）Ａ５サイズ

【問い合わせ・購入】水上村観光協会　☎４６−０８００

Vol.4
水上村の山野草Ⅰ

いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます
　今年も残すところ数日となりましたが、いかがお過ごしでしょ
うか？今月中旬頃から、インフルエンザも流行り始めています。
十分な予防対策をされ、良い年をお迎え下さい。今年も「球磨
んタイムズ」をご覧いただき、誠にありがとうございました。
来年もどうぞよろしくお願いいたします。

　12 月 21 日（土）に、特定非営
利活動法人子ども・障がい者福祉
基金熊本（代表・高橋美行）が多
良木学園にて、クリスマス出前公
演を行いました。「障がいを持って
生きる方々、恵まれない環境で暮
らす子供達」を支援する等ＮＰＯ
法人は、今回初来町。歌や大道芸
などのイベントがあり、クリスマ
ス会を子供達と一緒に楽しみまし
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.57

　11 月 30 日、小中高生徒から 1,021
作品の応募があった第 6 回人吉球磨
新聞感想文コンクールの表彰式で、
次のように講評を行った。「審査は、

『記事に触れ、社会へ関心を深めた内
容であるか』を基準に、入選した 34
作品から 5 作品を優秀作に選び、そ
の５作品から、【参院バリアフリー工
事】の記事を読み、多くの人が一人
のために力を合わせる社会が『やさ
しい社会』をつくると考えを述べた、
人吉東小学校 6 年、犬童一秀君の作
品が最優秀作に決まりました。今回
の作品には、人吉球磨への思いと日
常生活の過ごし方を述べた作品が多
く、とても頼もしく、うれしく思い
ました。今日、無責任でふざけたネッ
ト発信が増加し、命を大切に、お互
いを尊重し合った、やさしい社会が
遠のいていく気がします。「本当にこ
れでいいのか」と疑問を持ち、静か
に考えて行動することが大切になる
と思います。知ることへの意欲を持
ち、地域の良き伝統から生きる知恵

（豊かさ）を学んで欲しいと思います。
最近の記事に、50％近くの人が本を

読まないと書かれていました。『本当
にこれでいいのか』と思います。『記
事に触れ、社会へ関心を深める』こ
とを残したい、伝えたい願いが込め
られた企画です。ぜひ、日ごろから
記事に触れ、読みながら自分と向か
い合ってください」。
　それから４日後の新聞に、【本を
読む生徒は高得点】の記事があり、

「2018 年学習到達度調査（PISA）で
は、本を読む生徒が高い読解力を示
している。小説や物語などフィクショ
ンを月数回以上読む生徒の読解力の
平均得点は 531 点で、そうでない生
徒より 45 点高かった。新聞を同様の
頻度で読む生徒は 33 点、漫画では
29 点、そうでない生徒の平均得点を
上回った。しかし、活字に親しむ機
会は 09 年調査に比べ、各国で少な
くなっている。目立ったのは、雑誌
と新聞を読む時間で、月数回以上読
む日本の生徒は、雑誌が 33.8% 減の
30.8%、新聞は 36.0% 減の 21.5%
だった。漫画についても、17.5% 減
の 54.9% だった」と書かれていた。

次回の発行日は１月１１日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

多 良 木 警 察 署 だ よ り

（原稿提供：南稜高校  川北禎一先生）

〜記事に触れ、社会へ関心を深める〜

　本校では、通常の避難訓練に加えて、毎月、地震・火災及び弾道ミ
サイル発射時における「初期対応訓練」を実施しております。「初期
対応訓練」とは、それぞれの災害時における最初の避難行動（身を守
る行動）の訓練です。
　以前は学期に１回の避難訓練のみの実施でしたが、「初期対応訓練」
を毎月行うことで、子どもたちの避難スキルが格段に上がりました。
例えば、それぞれの災害時に流れる警告音を聞き分け、落ち着いて災
害に応じた避難をしたり、また身をかがめ頭部を守る動作ができるよ
うになったりしています。職員においては、予告なしの訓練や様々な
時間帯での訓練実施により、いろいろなシチュエーションでの避難方
法や誘導の仕方など自信をもってできるようになってきました。
　その他の防災の取組として、保護者に協力していただき、３食分の
備蓄品を保管しています。また授業参観の機会を利用して、「（保護者
への児童生徒）引き渡し訓練」も実施したりしました。
　多良木町と本校の間では、平成３１年３月２５日に、「福祉子ども
避難所」の協定締結を行い、特別な配慮を要する子ども及びその家族
が本校を利用するようになるなど益々充実してきています。今後も「熊
本地震」の教訓を生かして、防災意識を高く持ち続ける取組をしてい
きたいと思います。

（原稿提供：多良木警察署）

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

球 磨ん 文 化 財 巡 り NO.54

　寛正 6 年（1465）この地に建立された元黒肥地寺の本尊である
虚空蔵菩薩坐像は、榧の一木造り、彫眼。像高 28cm。台座墨書銘
には「当郡主相良之長続嫡子為続同多良木殿頼泰・・・別者千里内
幸之仏師慧麟作・・・黒肥地寺」とあります。堂の前には北目街道
が東西に走り、中世的景観が広がっています。

　多良木警察署では、12 月 1 日から年末警戒を実施中です。また、
12 月 21 日からは、特別警戒として重点的なパトロールを実施します。
泥棒などの被害に遭わないために、以下の事に気をつけてください。

年末特別警戒実施中

弾道ミサイル発射を想定した避難訓練（初期対応訓練）

・カギの強化
→ドアをツーロックにする。
→窓に補助錠やブザーをつける。
→出入りに使わない窓には面格子
　をつける。

２重ロックであなたの愛車、財産を守りましょう！

盗難の可能性が高い自転車やバイク！
車上ねらいにも注意！

・駐車するときは必ずカギを掛けましょう。
・車内にバックや貴重品を置かないようにしましょう。
・窓は確実に閉めましょう。

家の中に入って物を盗む泥棒は、強盗に変わる事もあり、大変危険です。
侵入に 5 分以上かかる家だと 7 割近くが、さらに 10 分以上かかれば
9 割近くが諦めます。

・確実な戸締まり
→ちょっとの外出でも
　カギをかける。
→ 2 階だからといって
　安心しない。

空き巣の防止！

防 災 の 取 組 〜 初 期 対 応 訓 練 の 紹 介 〜
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